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過去大会の事例（ 2012年ロンドン大会・TDM広報 一般利用者向け） 
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過去大会の事例（ 2012年ロンドン大会・TDM広報 企業向け） 

2 



【オリンピック】 

2020年7月24日（金）～8月9日（日） 

33競技 選手約11,000人 観客約780万人 

メディア関係者約25,000人 

 

【パラリンピック】 

2020年8月25日（火）～9月6日（日） 

22競技 選手約4,400人 観客約230万人 

メディア関係者約9,500人 
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大会スケジュールと規模 



2020年カレンダー 
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※2020年から体育の日はスポーツの日に名称変更 

重点的な取組が必要な期間 

    【参考】路上競技（都内）の開催日 
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東京２０２０大会競技会場 



１．大会時の交通の見通し 

＜交通量削減による１台当たり渋滞損失時間の変化＞ 

首
都
高
の
渋
滞
損
失
時
間 

（現
況
を
１
０
０
％
と
し
た
場
合
の
変
化
） 

※ 大会の同時期（7月）の
金曜日を想定 

 観客利用と道路からの転換により、 
 利用者が約1割増加。 【高速道路】 

【鉄道】  

① 交通需要抑制･分散･平準化を行う「交通需要マネジメント（TDM）」 

② 道路状況に応じて交通の需給関係を高度に運用管理する「交通システムマネジメント（TSM）」 

③ 鉄道等の安全で円滑な輸送を実現する「公共交通輸送マネジメント」 

交通マネジメントは以下の３つで構成 

２．検討の方向性 
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大会時の交通の見通し 

：競技会場 
現況の 
約2倍に悪化 

15%削減で、現況の1/5の状況になる 

【朝ピーク（7～10時）】 

※混雑率150％以上の区間に着色 

色 混雑の状況 

観客が増えることで混む路線 
（観客＋一般交通で混雑率150％以上、
一般交通のみは150％未満） 

普段混雑し、更に観客が増える断面 
（一般交通のみで150％以上） 
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TDMの必要性と大会に向けた準備 

１ TDMの必要性と目標 
・大会関係車両や観客の交通需要の影響により、道路、鉄道共に

混雑が深刻化 
 
・道路交通は休日並みの交通環境を目指す 
・鉄道は現在と同程度のサービスレベルを目指す 

（目標） 

 道路交通では、平日の15％程度交通量減（休日並み）の良好な交通環境の実現を目指す。このため、継続
的に一般交通を抑制し交通量全体を大会前の10%程度減とするとともに、部分的に更なる分散･抑制を図る。 
 公共交通（鉄道）は、局所的な混雑への対応などにより、現状と同程度の安全で円滑な運行状況を目指す。 

広く、企業や個人の皆さまから、 
少しずつご協力いただき、交通量を減らすことが重要 
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過去大会での情報提供の例（ロンドン大会 道路） 
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過去大会での情報提供の例（ロンドン大会 駅） 
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過去大会での情報提供の例（ロンドン大会 駅間） 



11 

何も対策を行わないと、人やモノの移動が制約を受け、 

都市活動が滞るリスクがある 

＜大会時に起こり得ること（リスク）の例＞ 

・部品等の搬入が遅れる 
・スーパーやコンビニ等に商品が届かない 
・宅配便が時間通りに届かない 

・路線バスが時間通り来ない、時間がかかる 
・空車になかなか乗車できない 
・始業時間や商談・打合せの時間に間に合わない 

ＢＣＰ（事業継続計画）に準じた行動計画によるリスク低減・回避 

大会時の交通混雑をリスクと捉えた回避行動の準備 

ＴＤＭの取組の進め方 



（この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の基盤地
図情報を使用した。（承認番号 平29情使、第1552号）） 
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成田国際空港 

凡例 
大会ルート（高速道路等） 

大会ルート（一般道） 

競技会場 

主要施設 

大会ルートのうち 
整備予定の一般道 

※この図の大会ルートは2018年3月
末時点の案である。 
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茨城カシマ 
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交通需要の低減の必要性が特に高いエリア・路線（イメージ） 
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（この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の基盤地
図情報を使用した。（承認番号 平29情使、第1552号）） 
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東京都 

東京都-2 

IBC/MPC（東京ビックサイト） 

東京国際空港 
（羽田空港） 

（この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の 
 基盤地図情報を使用した。（承認番号 平29情使、第1552号）） 
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・この図は、オリンピック・ルート・ネットワークのうち大会ルート(案)を示している。 
・オリンピック・ルート・ネットワークについては、練習会場の決定等により追加・変更の可能性がある。 
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２０１８年３月時点 

関係者輸送ルート（案） 
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関係者輸送ルート（案） 
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凡例 

大会ルート（高速道路） 

大会ルート（一般道） 

競技会場 
（この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の 
 基盤地図情報を使用した。（承認番号 平29情使、第1552号）） 

・この図は、オリンピック・ルー
ト・ネットワークのうち大会ルート
(案)を示している。 
・オリンピック・ルート・ネット
ワークについては、練習会場の決定
等により追加・変更の可能性がある。 

2018年3月末時点 



関係者輸送ルート（案） 
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・この図は、オリンピック・ルー
ト・ネットワークのうち大会ルート
(案)を示している。 
・オリンピック・ルート・ネット
ワークについては、練習会場の決定
等により追加・変更の可能性がある。 

2018年3月末時点 

凡例 

大会ルート（高速道路等） 

大会ルート（一般道） 

競技会場 

主要施設 

（この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の 
 基盤地図情報を使用した。（承認番号 平29情使、第1552号）） 



関係者輸送ルート（案） 
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・この図は、オリンピック・ルー
ト・ネットワークのうち大会ルート
(案)を示している。 
・オリンピック・ルート・ネット
ワークについては、練習会場の決定
等により追加・変更の可能性がある。 

2018年3月末時点 

凡例 

大会ルート（高速道路等） 

大会ルート（一般道） 

競技会場 

主要施設 

（この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の 
 基盤地図情報を使用した。（承認番号 平29情使、第1552号）） 



鉄道 
・会場を目指す観客により通常時に

比べ混雑 
 -りんかい線、京葉線、有楽町線、ゆり

かもめなどで更なる混雑が 
  発生する見込み 
【混雑が想定される時間帯】 
 ＜朝＞8:00～9:00 
 ＜昼＞13:00～14:00 
 ＜夕＞17:00～18:00 

道路交通 
・大会関係車両により通常時に 
 比べ混雑 
【混雑が想定される時間帯】 
 ＜朝＞6:30～7:30 
 ＜昼＞11:30～12:30 
 ＜夕＞15:30～16:30 
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セッションスケジュールと鉄道や道路利用の関係 

7/31（金） 臨海部の例 

（この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の 
 基盤地図情報を使用した。（承認番号 平29情使、第1552号）） 

※この地図は2018年3月末時点のものである。 



観客ルート（案） 
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◆ 夏期休暇制度、ボランティア休暇制度の導入 
・交通需要抑制には、計画的な休暇の取得が有効 

・個人の協力を得るには雇用主の理解が必要 

・2020大会のボランティアの募集は今夏から年内いっぱい 

ご協力いただきたい事柄 
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【各企業への皆さまにご検討頂きたい事項】 

◆ テレワーク・時差出勤制度の導入と実践 
・「テレワーク・デイズ」や「時差ビズ」等へのエントリー 

◆ 大会時を想定した各企業の行動計画（2020版BCP）づくり 
・物流の確保や工夫に向けた、荷主や個人（e-コマース）の理解

と協力が必要 

◆ 大会に向けた機運の醸成 
・「みんなでラジオ体操プロジェクト」などへの参加 


